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「人権の歌」とともに
育てる「４つの心」
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幸手市立幸手小学校
　本校には、児童に愛唱されている幸手小オ
リジナル曲があります。「人権の歌～笑顔の君
へ～」です。朝の会、音楽の時間などで、毎日、
校内に歌声が響いています。
　この曲は、歌詞を児童から募集して作られ
ました。作曲は、坂井邦先氏です。令和元年
10 月 10 日、アスカル幸手での「埼葛人権を考
えるつどい」において、6 年生全員で初披露し
ました。
　本校の道徳教育の方針は、4 つの心「つよい
心、やさしい心、考え律する心、命を大切に
する心」の育成です。この「人権の歌～笑顔の
君へ～」は、この「4 つの心」の精神を歌に表し
ているものといえます。この歌とともに、子
どもたちの中で「4 つの心」が育っていくよう、
保護者・地域の皆様とともに、全教職員で道
徳教育を推進していきます。

　8 月 17 日（月）市役所において、幸手市と埼玉県行政書士会の
間で、災害時における被災者支援に関する協定の締結式を行い
ました。
　被災者支援のために、り災証明書申請書類に関する相談や、
自動車登録申請書類、相続関係書類、許認可申請書類、権利義
務および事実証明関係書類、そのほか行政書士法に定める業務
に関する相談など、専門知識が必要となる相談に対し、協力・
応援を要請できる内容となっています。
　災害時において被災された市民のみなさんが安心して相談で
きる体制が構築され、不安の軽減が期待されます。

災害時における被災者支援に関する協定の締結
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　「さまざまな農業体験がある中で、あえて稲刈りを体験してもらい、子
どもたちから『うれしかった！』と言ってもらえてよかったです。」と笑顔の
植竹さん。
　「長らく関さんがほ場の提供をしていましたが、引き継いでほ場の提供
をすることになりましたので、子どもたちのためにも、長くやっていけた
らと考えています。昨今、離農する人も増えている中で、ほ場提供の私た
ちにできることをしっかりとやっていきたいです。」と話してくれました。

　8 月 31 日（月）、さくら小学校の 5 年生が総合的な学習の時間に稲刈り体験を行いました。児童はさくら小学
校のすぐ近くにほ場（田）を持つ植竹さんご指導のもと、たくさんの稲を刈ることができました。
　児童からは、「自分で刈ったお米、食べてみたいな！」、「慣れてきたら、刈取りが早くなった！」、「楽しかった！
もっと刈りたかった！」など、さまざまな感想がこぼれました。
　ほかにも、「大切に育ててくれた稲を刈らせていただき、ありがとうございまし
た。」、「初めて稲刈りを体験させてもらって、こんな大変な作業のなかお米を作っ
てくれてすごい！と感じました。」など、植竹さんやお米を生産している農家さん
への感謝の言葉を聞かせてくれました。

人
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米どころ幸手の稲刈り体験　さくら小学校

ほ場提供者の植竹さんにお話を伺いました
アルコール自動噴霧器が寄贈されました
　9 月 8 日（火）、幸手市商工会青年部からアルコール自動噴霧器
が寄贈されました。
　峰岸副部長は「青年部内で、子どもたちに安心して学校生活を
送ってほしいという意見が多数でたため、アルコール自動噴霧
器を用意しました。各学校に配っていただき、子どもたちが安
心した学校生活を送れれば幸いです。」とコメント。
　木村市長は、「アルコール自動噴霧器は、子どもたちにとって
も『うつらない、うつさない』ために、大変有効で必要なものです。
ご意向に沿い、市内小中学校などに配布し、児童・生徒の感染
予防に活用させていただきます。」と受け取りました。
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